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し
の
の
め

じ
ょ
う

東
雲
に
幸
そ
そ
ぎ
た
る
浄
瑠
璃
の

　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
清
し
き
与
願
印
か
な

す
が

よ

が
ん

い
ん

る

り

〜
宝
珠
の
祈
り
〜

ほ
う

し
ゅ

ほ
う

し
ゅ

と
う

え
ん

る

り

こ
う

平
成
二
十
八
年
度
慰
霊
花
火

須
藤
町
長
に
よ
る
点
火
式

夜
空
に
咲
く
色
鮮
や
か
な
花
火

城
山
頂
上
で
噴
火
す
る

　

「
大
地
雷
火
」



町のわだい・できごと
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浅
川
中
学
校
１
年
生
79
名
が
、
７
月

14
日
と
15
日
に
町
と
交
流
の
深
い
岩
手

県
野
田
村
を
訪
れ
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

野
田
村
を
訪
れ
た
生
徒
は
、
野
田
村

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
ホ
タ
テ
釣

り
や
漁
船
へ
の
乗
船
、
漁
場
か
ら
水
揚

げ
し
た
ホ
タ
テ
を
出
荷
前
に
一
時
保
管

す
る
畜
養
施
設
の
見
学
な
ど
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害

が
あ
っ
た
場
所
を
目
の
当
た
り
に
し
、

震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
今
、
改
め

て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
防
災
意
識
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

野
田
村
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
も

で
き
、
参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て
と
て

も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
㈪
〜
17
日
㈬
に
、
岩
手
県

野
田
中
学
校
２
、
３
年
生
９
名
が
中
学

生
交
流
事
業
に
参
加
す
る
た
め
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

訪
問
初
日
、
野
田
中
の
生
徒
は
、
町

長
を
は
じ
め
浅
川
中
学
校
の
生
徒
よ
り

歓
迎
を
受
け
た
後
、
吉
田
富
三
記
念
館

や
貫
秀
寺
の
即
身
仏
、
花
火
打
上
現
場

の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

翌
日
16
日
は
、
浅
中
生
と
弘
法
山
公

園
で
の
慰
霊
祭
や
町
文
化
財
を
見
学
を

し
た
り
、
花
火
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
楽
し
ん
だ
り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

浅
川
の
花
火
に
関
す
る
歴
史
を
学
ん
だ

り
し
ま
し
た
。
夜
７
時
に
は
い
よ
い
よ

特
別
観
覧
席
で
の
花
火
見
学
が
始
ま
り

ま
し
た
。
花
火
大
会
中
盤
に
は
、
特
別

協
賛
企
画
と
し
て
、
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
野
田
村
の
人
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

「
追
想
の
光
〜
朋
友
と
の
祈
り
〜
」
と

題
し
た
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

野
田
中
の
生
徒
は
花
火
づ
く
し
の
１
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
魔
除
花
火
の
制
作
体

験
が
あ
り
、
生
徒
達
は
浅
中
生
と
一
緒

に
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
自

分
だ
け
の
魔
除
花
火
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。

　

短
い
間
の
訪
問
で
し
た
が
、
双
方
の

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
内
陸
の
山
の
里

と
海
の
村
の
文
化
や
生
活
の
違
い
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
同
じ
東
北
人
と
し
て

の
絆
を
改
め
て
強
く
し
た
３
日
間
に
な

り
ま
し
た
。

花火
×
笑顔

　

８
月
16
日
㈫
に
、
「
花
火
の

里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
数
々
の
出
店
が
並

び
、
毎
年
恒
例
の
尺
玉
投
げ
全

国
大
会
や
、
地
雷
火
太
鼓
、
塙

工
和
太
鼓
部
の
演
奏
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
や
、
「
ふ
く

し
ま
ボ
ン
ガ
ー
ズ
」
・
「
ア
イ

く
る
ガ
ー
ル
ズ
」
の
ス
テ
ー
ジ
、

「
涼
風
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

が
あ
り
、
最
後
は
恒
例
と
な
っ

た
菊
池
章
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
で
の
夕
涼
み
会
を
始
め
、
幼
稚
園
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
ぎ
そ
う
な
ど
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
中
に
は
色
鮮
や
か
な

浴
衣
で
来
る
人
も
お
り
、
会
場
を
華
や
か
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
で
は
手
作
り
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
催
し
物
、
出
店
な
ど
も
あ

り
、
来
場
さ
れ
た
方
々
は
と
て
も
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
が
浅
川
小
学

校
、
山
白
石
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
浅
川
小
学
校
で

は
、
事
前
に
盆
踊
り
練
習
会
も
行
わ
れ
、
盆

踊
り
当
日
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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8月14日～15日 浅川納涼盆踊り大会 7月22日 浅川町保育所夕涼み会

7月21日～27日デイサービス夏祭り 8月6日 さぎそう夏祭り

8月14日 山白石豊年盆踊り大会 7月23日 幼稚園なつまつり

8月10日 盆踊り練習会

7月30日 山白石保育所夕べのつどい
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町のわだい・できごと
　

水
郡
線
の
活
性
化
と
町
民
相
互
の
親

睦
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
浅

川
町
民
号
」
が
、
７
月
23
日
㈯
に
町
民

120
名
を
乗
せ
出
発
し
ま
し
た
。

　

「
浅
川
町
民
号
」
は
、
ま
ず
水
郡
線

で
茨
城
県
水
戸
駅
へ
行
き
、
そ
こ
で
乗

り
換
え
を
行
い
東
京
日
本
橋
「
明
治

座
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
東
京
に
着
く

ま
で
の
間
、
貸
切
列
車
の
中
は
参
加
者

の
交
流
の
場
と
な
り
、
賑
や
か
な
声
が

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
「
明
治
座
」
へ
到
着
す
る

と
、
島
津
亜
矢
の
特
別
公
演
と
い
う
こ

と
で
、
会
場
は
大
盛
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

公
演
は
人
情
劇
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
２

部
構
成
で
行
わ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

島
津
亜
矢
が
昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
で
も

披
露
し
た
「
帰
ら
ん
ち
ゃ
よ
か
」
を
熱

唱
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
帰
る
際
に
は
、
上
野
駅
に
在

京
浅
川
会
の
皆
さ
ん
が
見
送
り
に
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

水
郡
線
は
、
昭
和
９
年
の
全
線
開
通

か
ら
今
年
で
82
周
年
を
迎
え
、
現
在
も

沿
線
の
人
々
の
生
活
交
通
手
段
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
再
乗

車
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
水
郡
線
存
続

の
必
要
性
と
、
よ
り
一
層
の
利
活
用
に

ご
配
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

福
島
選
抜
チ
ー
ム
は
、
大
阪
代
表
、

熊
本
代
表
、
福
井
代
表
チ
ー
ム
に
次
々

と
勝
利
し
、
準
決
勝
で
こ
の
大
会
優
勝

の
大
分
代
表
に
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
第
１
回
の
全
国
大
会
で
３
位
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
㈮
か
ら
８
月
１
日
㈪
に
か

け
て
第
１
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野

球
大
会
が
京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
軟
式
野
球
に
親
し
む

中
学
女
子
選
手
の
普
及
と
継
続
的
に
野

球
が
で
き
る
事
を
目
的
に
新
設
さ
れ
た

大
会
で
、
全
36
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

 

県
内
か
ら
は
19
名
が
県
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
選
抜
さ
れ
、
当
町
か
ら

は
浅
川
中
学
校
野
球
部
２
年
の
高
野
真

依
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
３
位

　
　
　
　
　
　

福
島
選
抜
で
活
躍

水
郡
線
の
旅

　
　

「
浅
川
町
民
号
」

全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
３
位

　
　
　
　
　
　

福
島
選
抜
で
活
躍
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「
平
成
28
年
度
浅
川
町
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
」
が
、
７
月
３
日
㈰
に
行

わ
れ
、
早
朝
か
ら
道
路
や
河
川
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
、
草
刈
り
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
戦
に
よ
り
発
生
し
た
ご
み
の
回
収

は
、
町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健
一
会

長
）
、
鈴
五
建
設
株
式
会
社
（
鈴
木
廣

社
長
）
、
守
丸
興
業
株
式
会
社
（
國
井

守
雄
社
長
）
の
皆
さ
ん
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
協
力
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ゴ
ミ
搬
出
量

　
　
　
　

可
燃
ご
み
　

１
，
３
１
０
㎏

　
　
　
　

不
燃
ご
み
　

80
㎏

　

浅
川
町
保
育
所
で
７
月
13
日
㈬
に
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

駐
在
所
員
２
名
と
、
今
回
は
特
別
に
、

白
河
市
か
ら
交
通
機
動
隊
の
白
バ
イ
隊

員
に
来
て
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
や
白

バ
イ
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
横
断
歩
道
の
渡
り
方

な
ど
を
真
剣
に
練
習
し
た
り
、
大
き
な

白
バ
イ
に
乗
せ
て
も
ら
い
目
を
輝
か
せ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
７
月
25
日
㈪
に

高
齢
者
宅
交
通
安
全
啓
発
訪
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

啓
発
訪
問
で
は
、
町
高
齢
者
交
通
安

全
指
導
隊
員
と
駐
在
所
員
が
町
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
反
射
材
な
ど
の
交

通
安
全
グ
ッ
ズ
と
交
通
安
全
や
詐
欺
へ

の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
普
段
履
い
て
い
る

靴
に
反
射
材
を
貼
る
な
ど
し
て
、
夜
間

の
交
通
事
故
防
止
の
意
識
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
㈯
か
ら
25
日
㈪
に
行
わ
れ

た
「
夏
の
交
通
死
亡
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
」
に
伴
う
啓
発
活
動
が
、

７
月
22
日
㈮
に
里
白
石
の
多
満
留
食
堂

様
の
ご
協
力
を
得
て
、
国
道
118
号
を
通

る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
石
川
警
察
署
、
石
川
地
区
交

通
安
全
協
会
浅
川
分
会
（
岡
部
英
雄
会

長
）
、
町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見
美

智
会
長
）
な
ど
か
ら
総
勢
29
名
が
出
席

し
、
交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、

チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
て
、

事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

守
ろ
う

　
　

高
齢
者
の
安
全

「
町
を
き
れ
い
に
」

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

夏
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

啓
発
活
動

車
に
気
を
つ
け
て
！

保
育
所
交
通
安
全
教
室
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子
供
た
ち
に
早
め
の
帰
宅
を
促
す

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」
の
放
送
の
録

音
が
、
７
月
27
日
㈬
に
役
場
放
送
室
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
送
を
担
当
し
た
の
は
里
白
石

小
学
校
６
年
生
の
圓
谷
美
侑
（
つ
む
ら

や
み
う
）
さ
ん
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も

明
る
い
声
で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
放
送
は
８
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
の
４
か
月
間
放
送
さ
れ
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
か
ら
も
声
か
け
な

ど
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
㈬
、
町
内
の
妊
婦
６
名
に

「
安
産
祈
願
米
」
と
し
て
町
内
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
５
kg
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
産
祈
願
米
は
低
農
薬
栽
培
さ
れ
た

米
を
、
白
山
比
咩
神
社
で
祈
祷
し
て
も

ら
い
、
安
産
祈
願
の
お
守
り
を
つ
け
た

も
の
で
、
須
藤
町
長
が
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
助
産
師
の
指

導
に
よ
る
胎
教
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、

妊
婦
の
皆
さ
ん
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が

ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
年
３
回
、
出
産
予
定
の
妊
婦

に
安
産
祈
願
米
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

　

石
川
地
区
出
身
警
察
官
父
兄
会
に
よ

る
駐
在
所
員
へ
の
激
励
慰
問
が
、
８
月

９
日
㈫
に
町
駐
在
所
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

駐
在
所
に
は
、
町
父
兄
会
の
水
野
静

夫
さ
ん(

本
町
二
区)

、
圓
谷
勝
好
さ
ん

（
山
白
石
六
区
）
、
石
川
地
区
父
兄
会

の
会
長
及
び
事
務
局
長
、
坂
井
健
石
川

警
察
署
長
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

激
励
慰
問
で
は
、
ま
ず
初
め
に
坂
井

署
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

駐
在
所
員
に
日
ご
ろ
の
感
謝
の
言
葉
と

激
励
の
言
葉
、
激
励
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
激
励
を
受
け
た
浅
川
駐
在
所
か
ら

は
、
阿
部
敏
哉
警
部
補
が
御
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
㈭
に
町
建
設
業
協
力
会

（
圓
谷
健
一
会
長
）
に
加
盟
し
て
い
る

建
設
会
社
の
皆
さ
ん
と
、
鈴
五
建
設
株

式
会
社
（
鈴
木
廣
社
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

町
内
の
幹
線
道
路
を
中
心
に
美
化
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
や
、
浅
川

の
花
火
大
会
前
に
道
路
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
炎
天
下
の
中
、
特
殊
な
道
路

清
掃
作
業
車
を
活
用
し
な
が
ら
、
道
路

の
清
掃
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」

　
　

早
め
の
帰
宅
を
!!

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を

　
　
　

願
い
を
コ
メ
て

「
道
の
日
」

　
　
　

道
路
美
化
活
動

駐
在
所
員
を
激
励

町のわだい・できごと
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いつまでもお元気で 祝米寿

　川音孝彦・祐子夫妻（染）に誕生した
第5子、唯愛（いちか）ちゃんです。
（平成28年2月26日生まれ、女の子）

　姉妹仲良く、すくすく育ってください

　荒川馨・美咲夫妻（滝輪）に誕生した
第3子、颯汰（はやた）くんです。
（平成28年2月22日生まれ、男の子）

　きょうだい仲良く元気に育ってね



広報あさかわ　2016.9　12

切干大根のごま酢和え
(給食センター栄養士 江田実穂さん)

【作り方】
① 切干大根を水に戻し、にんじんは千切り、小松菜
　 とキャベツは食べやすい大きさに切る。
② ①の野菜をゆでて、水で冷やし、水気を絞る。
③ ツナと②を調味料で混ぜ合わせたら、できあがり。
※ 学校給食は、食中毒防止のため、和え物に使用す
　 る野菜は、全てゆでて使用しています。

今月の一品

　ツナが入るため、子どもでも食べやすい切干大根の
和え物です。野菜は、その時に家にあるものでOKです。
また、マヨネーズとしょうゆで和えた、「切干大根の
マヨ和え」も人気メニューのひとつです。
　「切干大根」は、素朴でありながら、昔の人の知恵
がつまった、日本の伝統食品です。「大根」をしわし
わに乾燥させることで、「カルシウム」や「鉄」など
の栄養素がだんぜん多くなります。また、「食物繊
維」も豊富に含まれ、腸内の有害物質を排泄し、おな
かの調子を整えます。

【材料（4人分）】
ツナ　　　　２４ｇ
切干大根　　２０ｇ
小松菜　　　４０ｇ
キャベツ　１００ｇ
にんじん　　２０ｇ

≪合わせ調味料≫
砂糖　　　　４ｇ
酢　　　　　７ｇ
しょうゆ　１０ｇ
白ごま　　　２ｇ

7月26日 3歳児健康診査でむし歯のない子7月26日 3歳児健康診査でむし歯のない子

あいた りこ ちゃん いちかわ ごうき くん いちかわ りゅうのすけ くん かわおと るな ちゃん

すずき そうすけ くん すずき はな ちゃん なかにし おりと くん

ぬまた はるか くん ほんだ わたる くん やぶき かける くん やぶき れいじ くん

あいた りこ ちゃん いちかわ ごうき くん いちかわ りゅうのすけ くん かわおと るな ちゃん

すずき そうすけ くん すずき はな ちゃん なかにし おりと くん

ぬまた はるか くん ほんだ わたる くん やぶき かける くん やぶき れいじ くん
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９月は自殺対策強化月間です ～あなたもなれる ゲートキーパー～
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人を必要な支援につなぐ案内役のことです。あなたの身近に、疲れた
表情をしていたり、元気がなさそうにしていたりする人はいませんか。いつもとはちょっと違うなと感じ
たとき、まずは声をかけてみましょう。そして、辛そうであったら休むことを勧めてください。「話を聞
くこと」は絶望感を減らす第１歩です。できるだけ時間をかけゆっくり話を聞いてみましょう。否定した
り、表面的な励ましをしたりすることは逆効果なので、相談されたら話題をそらさず、相手の気持ちを尊
重し、受け入れ共感してみましょう。
　１人では解決が難しく、専門の機関を受診したほうがよい場合は、状況や気持ちを理解してくれる家族、
友人、先生、上司といったキーパーソンの協力が不可欠です。そこから、また１つの方法が見つかること
がありますので、その人を支える支援者を増やしていきましょう。身体や心の健康状態を保つには自然な
雰囲気づくりが大切です。焦らず優しく寄り添いながら見守りましょう。

～ひとりぼっちで悩まずに～
福島いのちの電話　電話 ０２５－５３６－４３４３（年中無休 午前１０時～午後１０時）

お誕生教室 ３～４か月健診

股関節脱臼検査 ３歳児健診 離乳食教室

幼児の歯科健康診査

１０月１３日（木）

１０月１２日（水）
午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年８月～９月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２８年５月～６月生

午後１：３０～１：４５
保健センター

平成２２年１０月生
平成２３年１０月生
平成２６年  ７月生

９月１５日（木） １０月４日（火）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１０月２５日（火）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２８年６月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２５年６月～８月生

１０月２７日（木）
午前９：４５～１０：００
保健センター

平成２８年２月～３月生

【つどいの広場・育児相談】
日　時：９月１３日（火）　１０月２５日（火）
時　間：午前９時１５分～１１時１５分　場　所：保健センター
○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
○身長・体重の測定ができます。
【みんなといっしょの広場】（浅川幼稚園との育児支援連携事業）
日　時：１０月１８日（火）
時　間：午前１０時～１１時　場　所：浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

【心の健康相談】　１０月２６日（水）（予約制）
　相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（電話３６－４７２２）
精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象にな
ります。気持ちが落ち込む方、お子さんの行動が気になる方もご相談ください。
　相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。
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総合健診のお知らせ
　下記のとおり、がん検診・特定健診を行います。検診を希望される方（検診意向調査に、検診を受ける
と記載した方）には、担当地区の保健協力員さんが受診録等を配布します。新たに検診を希望される方
は、保健センターに直接ご連絡いただければ、受診票をお渡しできます。

日程と対象地区 受付時間：午前７時３０分～９時３０分

※年齢基準日：平成２９年３月３１日現在各検診の対象及び検査の内容

　９月２６日（月） 
　９月２７日（火） 
　９月２８日（水）
　９月２９日（木）
　９月３０日（金）
１０月　２日（日）
１０月　３日（月）
１０月　４日（火）

　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
山白石多目的研修センター
里白石北部集会センター

荒町（字背戸谷地以外）、簔輪
荒町（字背戸谷地）
本町１区、畑田
東大畑１・２区、太田輪、小貫
本町２区、大草、袖山
滝輪１・２区、根岸、中里、松野入
山白石全区（畑田も可）
里白石、福貴作、染

検診日程 会　　　場 対　象　地　区

肝炎ウイルス検査
（無料）

４０歳の方
４１歳以上で肝炎検査を受けたことがな
い方

血液検査（B・C型肝炎検査）・問診

前立腺がん検診
（無料）

５０歳以上の男性で前立腺の治療を受け
ていない方血液検査（前立腺腫瘍マーカー検査）・問診

胃がん検診
（無料）

４０歳以上の方
バリウム服用によるレントゲン間接撮影検査・問診
（次ページの「胃がん検診を受診される方へ」を
ご覧ください。）

大腸がん検診
（無料） ４０歳以上の方

２日間の便の潜血反応検査・問診
（次ページの「大腸がん検診を受診される方へ」
をご覧ください。）

肺がん検診
（無料）

４０歳以上の方
（６５歳以上は併せて結核検診も行います。）胸部レントゲン間接撮影（１回撮影）・問診

肺がん喀たん検査
（無料）

５０歳以上の方で
・喫煙指数６００以上の方
・１か月以内に血痰等のあった方

細胞診（蓄たん３日間）・問診
※対象となる方に健診会場で、容器をお渡し
　します。

検 診 名 検　査　項　目 対　象　者

特定健診
（国保加入者
：無料）

後期高齢者健診
（無料）

問診、診察、身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、血液検査（脂質、肝、血糖）
尿検査（蛋白、潜血、糖）
※特定健診対象者は、腹囲測定があります。
※血圧・心臓などの薬は服用できます。
〔医師の指示による詳細健診（該当者のみ）〕
　心電図検査、眼底検査、貧血検査
※医師の指示があって上記の検査を実施した
　場合は、加入している医療保険者によって
　費用の負担額が異なります。

４０～７４歳の
・健診時国民健康保険に加入されている方
４０～７４歳の
・国民健康保険以外の被扶養者で
『特定健診受診券』をお持ちの方
≪持参物≫　保険証・特定健診受診券
　　　　　　自己負担金

受診日に７５歳以上になり
生活習慣病で通院していない方

以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。
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４０歳以上の方が追加できる検査（自己負担1,000円）

心電図検査
眼底検査
腎機能検査・貧血検査

心臓の働き状態を調べます。
眼球の裏の動脈の硬さを調べます。
採血し慢性腎炎や貧血の有無を調べます。

選択した検査項目数に関係なく
一律１,０００円の自己負担

検 診 日 程 検査の内容 費　　用

浅川町保健センター １０月７日（金） 午前８時３０分～１０時３０分

回 収 場 所 大腸がん検体・喀たん検体回収日時

身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、尿検査（糖、蛋白）
血液検査（脂質、肝、血糖）

健 診 項 目 対 象 者　①②③にすべて該当する方

①　平成２８年４月１日時点で福島県に住民登録のある方
②　職場や学校などで健診を受ける機会のない方
③　昭和５２年４月１日から平成１０年４月１日までに生まれた方

１９歳～３９歳までの県民健康診査（無料）

大腸がん検診・肺がん検診（喀たん）予備日程（無料）

胃がん検診を受診される方へ

大腸がん検診を受診される方へ

原発事故後、福島県が県民の健康管理のため実施するもので、総合健診と同日で実施します。

●前日の夕食は、消化のよいものを夜９時までにすませてください。水分は、寝るまでとっていた
　だいて大丈夫です。
●当日は、喫煙・飴・ガムなど何も飲食しないでください。
●飲み薬（血圧・心臓病など）は、起床後すぐに、少量の水（100cc以下）で飲んでください。
●バリウムによる胃がん検診を受けられない方
・妊娠中、または妊娠の可能性がある方
・消化管の穿孔・急性出血・閉塞、またはその疑いのある方
・腎臓疾患や心臓疾患などで、水分または運動制限がある方
・検査当日の朝、インスリン注射や血糖降下剤を服用した方
・以前、バリウムや発泡剤を飲んで、体調が悪くなったことがある方
・自立歩行が困難またはその介助が必要な方、体位変換が困難な方
・検査当日、体調不良の方や検診当日の血圧が180/110mmHg以上の方、体重が130kg以上の方
・手術で胃をすべて摘出された方や１か月以内にポリープ（食道・胃・大腸）を切除された方、ま
　た、１年以内に腹部の開腹切除術をされた方
・人工肛門の方、炎症性腸疾患で治療中の方
●バリウムによる胃がん検診をおすすめできない方（医療機関での受診をお勧めします）
・過去にバリウムを誤えんされたことがある方
・食道や胃、大腸の開腹切除手術をされたことがある方
・脳梗塞の既往歴がある方
・便秘が３日以上続いている方
・大腸憩室炎の疑いのある方
●検査当日、医師の判断により検査が中止されることも
　ありますので、ご了承ください。

●検体は１週間前から採便可能です。検体は冷蔵庫で保管してください。
●バリウムによる胃がん検診を受けた後は、３～４日たたないと大腸がん検診を受けられないので、
　１週間前から計画的に採便するようにしてください。
●生理中の方は、検査できません。

●検診受診録は、濃い鉛筆で書き、斜線／
　や数字で記入し、ご持参ください。
●尿検査を受ける方は、できるだけ早朝尿
　を採尿して、持参してください。

その他の注意事項その他の注意事項
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水稲生産農家の皆さんへ

　平成24年から福島県産米の安全性を確保し、消費者等の信頼を回復することを目
的として実施されている全量全袋検査が今年も行われます。
　平成24年から福島県産米の安全性を確保し、消費者等の信頼を回復することを目
的として実施されている全量全袋検査が今年も行われます。

今年も全袋検査を実施します 検査の対象は「すべての米」です
①　出荷用米はもちろん、自家用米や縁故米などすべての米で放射性物質の「全量全袋検査」を行います。
　　飼料用米も全量全袋検査の対象です。
② 検査も5年目を迎え、自家用米や縁故米で検査を受けないことが懸念されます。過去に検査を受検しな
　　かった自家用米から基準値を超過する放射性物質が検出され報道される事例がありました。
　　県内外の消費者や事業者の皆様から高い評価を受けている全量全袋検査の信頼が損なわれることがな
　　いよう必ず自家用米・縁故米等もすべて検査を受けていただきますよう特段のご理解とご協力をお願
　　い致します。

1

生産者バーコードラベルについて
①　28年産米用のバーコードラベルは紫色です。昨年までのバーコードラベルは使えませんので注意し
　　てください。（27年オレンジ色、26年緑色、25年ピンク色、24年白色）
②　米袋に貼る「生産者バーコードラベル」を9月上旬頃に役場から皆様のご自宅へ送付します。
　　ラベルが届いたら名前を確認し、ラベルを写真の位置にしっかりと貼り付けてください。
　　必ず生産者ご自身のラベルを貼ってください。他人のラベルは貼れません。
③　枚数が不足しそうな場合や、9月下旬になってもラベルが届かない場合は、
　　役場農政商工課（電話：36－1183）へご連絡ください。

2

米袋の指定された位置に、横向きに貼り付けてください。
（いずれの米袋も貼り付け位置が明示されております。）

平成28年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成28年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成28年産米の
放射性物質全量全袋検査について

JAの米袋 商系業者の米袋 商系業者の米袋
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検査場所について
①　夢みなみ農業協同組合 簑輪倉庫（浅川字大明塚地内）
②　有 限 会 社 オ ヤ ケ 倉 庫（里白石字荒屋郷地内）

3

全袋検査を受け、検査済みラベルが貼られた米袋はすぐに出荷・販売・譲渡ができます7

自家用米や縁故米を検査場へ運搬できない方は次の業者にご相談ください
●　夢みなみ農業協同組合浅川営農センター　　　☎　３６－３１５６
●　有　限　会　社　オ　ヤ　ケ　　　　　　　　☎　３６－２２８５
●　白　坂　多　三　郎　商　店　　　　　　　　☎　３６－２００８

8

お願い事項
①　自家用米・縁故米・くず米等用にもできるだけ新しい米袋を使ってください。
　　昨年までのバーコードラベルが貼られた米袋を再利用する場合、必ず古いバーコードラベルに今年の
　　バーコードラベルを重ねて張る等していただき、機械が誤って古いラベルを読み込まないようにして
　　ください。
②　すべての米袋に生産者の名前を書いてください。

9

お問い合わせ先
●　浅川町地域の恵み安全対策協議会事務局（浅川町役場農政商工課）　☎ ３６－１１８３
●　夢みなみ農業協同組合浅川営農センター　　　　　　　　　　　　　☎ ３６－３１５６
●　有限会社オヤケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ３６－２２８５

10

Ｊ Ａ 簑 輪 倉 庫
☎３６－３６７５

(有 )オヤケ倉庫
☎３６－２２８８

検査期間について
　町内2箇所での検査期間は平成28年９月14日（水）から11月30日（水）までです。

4

検査立会料について
　検査を受けていただく労力に対し、1袋（30kg）200円の検査立会料が支払われます。
※検査立会料は、検査業務委託者【夢みなみ農協浅川支店・㈲オヤケ】より直接支払われますので、支払
　い方法等の詳細については検査予約の際にご確認ください。

5

検査の流れ
①　検査は予約制です。あらかじめ検査場へ電話し、検査希望日・住所・氏名・電話番号・検査予定数量
　　を伝え、日時や持参物等の指示を受けてください。

②　指定された日時に米袋を検査場へ搬入し、係員の指示に従い検査申込書の記入等をしてください。
③　検査結果が一定の数値以下であれば、検査済みラベルが貼られ検査終了となりますので、米袋をお持
　　ち帰りください。
④　一定の数値を超えた場合、県の機関で詳細検査を受けることになります。
⑤　詳細検査で100ﾍﾞｸﾚﾙ/㎏を超えた場合、旧市町村単位で出荷が制限されます。

6

検査が終了すると放射性物質検査済ＱＲラベルが米袋に添付されます⇒



鍵のない夢を見る
著者：辻村深月

出版社：文春文庫

私たちの心の奥底を静かに覗く傑作集
どこにでもある町に住む、盗癖のあるよそ者の女、婚期を逃した
女の焦り、育児に悩む若い母親……彼女たちの疲れた心を待つ
落とし穴。

ひとり歩きはレモン味
遊びをせんとや生まれけん

著者：齋藤幸子
出版社：ぱんたか

ヨイ豊
著者：梶よう子
出版社：講談社

黒船来航から12年、江戸亀戸村で三代豊国の法要が営まれる。
広重、国芳と並んで「歌川の三羽烏」と呼ばれた大看板が亡く
なったいま、歌川を誰が率いるのか。娘婿ながら慎重派の清太
郎と、粗野だが才能あふれる八十八。ひと回り歳が違う兄弟弟子
の二人は、尊王攘夷の波が押し寄せる不穏な江戸で、一門を、浮
世絵を守り抜こうとする。
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はちみつ色の太陽
著者：Link

出版社：スターツ出版

「私は、太陽にきらわれている―」紫外線アレルギーに悩む高2
の美月は、ひょんなことから学校一イケメンで硬派な陽の偽カノ
に!陽のファンから美月を守ったりと、不器用だけど優しい陽に惹
かれていくが、陽にフラれた美少女・愛美が波乱を起こす。さら
に陽には秘密があって…?ラストは胸キュン&感動!!第10回日本
ケータイ小説大賞、他2賞に輝いた史上最強学園ラブ!!

教員を退職後、大学院で英文を学ぶ傍ら、やりたいこと、興味あ
ることに挑戦し続け、感じた事をまとめているエッセイ集。
人は、ひとりで生まれ、ひとりで死んでゆく。人生という大舞台で
「ひとり歩き」を続ける著者の挑戦が綴られている。

ひとり歩きはレモン味
遊びをせんとや生まれけん

著者：齋藤幸子
出版社：ぱんたか

はちみつ色の太陽
著者：Link

出版社：スターツ出版

「私は、太陽にきらわれている―」紫外線アレルギーに悩む高2
の美月は、ひょんなことから学校一イケメンで硬派な陽の偽カノ
に!陽のファンから美月を守ったりと、不器用だけど優しい陽に惹
かれていくが、陽にフラれた美少女・愛美が波乱を起こす。さら
に陽には秘密があって…?ラストは胸キュン&感動!!第10回日本
ケータイ小説大賞、他2賞に輝いた史上最強学園ラブ!!

教員を退職後、大学院で英文を学ぶ傍ら、やりたいこと、興味あ
ることに挑戦し続け、感じた事をまとめているエッセイ集。
人は、ひとりで生まれ、ひとりで死んでゆく。人生という大舞台で
「ひとり歩き」を続ける著者の挑戦が綴られている。
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○しんでくれた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷川俊太郎／佼成出版社）
○るるぶ東京観光１７　　　　　　　　　　　　　　　　　（JTBパブリッシング）
○日本の農業１～６　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩崎書店）
○王とサーカス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米澤穂信／東京創元社）
○何者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（朝井リョウ／新潮文庫）
○吉原裏同心（二十三）狐舞　　　　　　　　　　　　　　（佐伯泰英／光文社）
○泣き童子　三島屋変調百物語参之続　　　　　　　　　　（宮部みゆき／角川文庫）
○フリージング離乳食５ケ月～１歳半　１週間つくりおき　（川口由美子／大泉書店）
○水墨画・刷毛と筆の技　　　　　　　　　　　　　　　　（打矢 悳／日貿出版社）
○カゴアミドリのかごの本　世界のかご　日本のかご 暮らしのかご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤征一郎／マイナビ）

その他の新着本

●月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
●第２・４木曜日：午後７時まで

返却していない本がありましたら
次の方のために早く返却しましょう!!

図書室開室時間

上記時間中、本の貸出しを行っています。
貸出期間は１冊につき２週間で、一人５冊まで借りられます。
詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館　☎ 36－2134

DVD付き　いちばんやさしい和裁の基本
監修：松井扶江

出版社：ナツメ社

プロの和裁士が着物の縫い方を手とり足とり教えます！ 初めて
着物を縫う方に向けて、着物を縫う上で知っておきたい専門用
語や和裁道具の扱い方、基本的な縫い方を写真やイラストを用
いて詳しく解説しました。プロの和裁士による技術やコツが満載
です！本だけではわかりにくい部分も、付属のDVDで確認するこ
とができるので安心です。

いちごでなかよし
さく・え：じゃんぼかめ

出版社：国土社

おおきないちごはひとりぐらし。ちいさないちごはおおぜい
でくらしていますが…。

3歳から
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　9月は台風や局地的な集中豪雨による河川などの増水、土砂崩れなど災害が発生しやすい季節です。
　災害による被害を出来るだけ少なくするためには、一人ひとりが自ら取り組む「自助」、地域や身近に
いる人同士が助け合って取り組む「共助」、国や地域公共団体などが取り組む「公助」が重要だと言われ
ています。その中でも基本となるのは、一人ひとりが自分の身の安全を守る「自助」。特に災害が発生し
た時は、まず自分が無事であることが最も重要です。災害に備え自分の家の安全対策をしておくとともに、
家の外においての身の安全の守り方、避難場所への安全なルートなどを知っておくことが必要となってき
ます。また、身の安全を確保し生き延びていくためには、水や食料などの備えをしておくことも必要です。
　防災対策に、「十分」や「絶対大丈夫」というものはありません。自分の周りにどのような災害の危険
が及ぶのかを考え、その被害を出来るだけ少なくするために必要な対策を講じることが重要です。

 災害時に備え、備蓄品を準備しましょう
　大災害が発生した時には、電気や水道、電話などのライフラインが止まってしまう可能性があります。
ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲料水や非常食などを備蓄しておくことが大
事です。また、自宅が被災した時は、安全な場所に避難しそこで避難生活を送ることになります。避難所
生活に必要なもの(非常用持ち出し袋)を準備しておき、いつでもすぐに持ち出せるように備えておきま
しょう。

9月1日は防災の日、9月は防災月間

増水した川には絶対に
近づかないでください!!

　普段は水深が浅く流れが緩やかな川でも、台風や局地的集
中豪雨などで大雨が降ると、急に増水してとても危険です。
また、万が一川が氾濫すれば、周囲が浸水し、道路や橋が通
れなくなることもあります。大雨が降って川の増水が予想さ
れるときは、絶対に川へは近づかず、早めに避難するように
しましょう。

　大規模災害発生時には、携帯電話等の接続制限がされる場合があります。町内８箇所で利用できる
「Asakawa Town WiFi」は、災害時でも安否確認や情報収集等が行えるよう「災害時のインターネット
開放」として、無料で1回30分まで使用できます。（再接続で複数回の利用も可能）
　ただし、利用は東日本電信電話（株）の判断によりますので、使用の際はご注意ください。
　詳しくは、広報あさかわ（2015年11月号19ページ）もしくは浅川町ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　総務課　36-421

・飲料水（一人１日３Lを目安に５日分を用意）
・食糧（ご飯（アルファ米など）、ビスケット、
　板チョコ、乾パンなどを一人あたり5日分）
・下着、衣類
・トイレットペーパー
・マッチ、ろうそく
・カセットコンロ
※飲料水とは別に、物を洗ったり、トイレを流したり
　するための水も必要です。日ごろから水道水を入れ
　たポリタンクを用意する、お風呂の水をいつもはっ
　ておくなどの備えをしておきましょう。

・食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコ
　レートなど)
・貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
・救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
・飲料水 ・ヘルメット、防災ずきん
・マスク ・懐中電灯 ・軍手 ・衣類
・下着 ・毛布、タオル ・使い捨てカイロ
・携帯ラジオ、予備電池
・ウェットティッシュ、洗面用具
※乳児のいる家庭はミルクや紙おむつ、ほ乳びんなど
　も用意しておきましょう。

危険!!

非常持ち出し品の例

※政府公報オンラインより引用

備蓄品の例

大雨により増水し、水位が上がっている社川

災害時でも「Asakawa Town WiFi」が無料で使用できます
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応急手当と救命処置
　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気におそわれるかわかりません。
　ついさっきまで元気にしていたのに、突然、心臓や呼吸がとまってしまったら・・・・人の命を救うた
めに、そばに居合わせた人ができる応急手当てのことを「救命処置」といいます。
救命の連鎖と住民の役割
　傷病者の命を救い、社会復帰に導くために必要となる一連の行いを「救命の連鎖」といいます。
「救命の連鎖」は、[心停止の予防]－[心停止の早期認識と通報]－[一次救命処置]－[二次救命処置と心拍再
開後の集中治療]の四つの輪で成り立っており、この四つの輪が途切れることなく素早くつながることで救
命効果が高まります。

救急車の適正利用をお願いします
　緊急性がない人、自分や家族の車で病院に行ける人の利用や、「早く診察してほしいから」「病院に入
院予定だから」等の理由での利用は、適正利用とはいえません。
　緊急に処置が必要とされる人のための救急車です。救急車の適正利用にご協力ください。
相談システムをご利用ください
　小さなお子さんをお持ちの保護者の方が、終日・夜間の急な子どもの病気にどう対応したらよいのか、
病院の診察を受けた方が良いのかなど、判断に迷った時に小児科医師・看護師への電話による相談ができ
るシステムがあります。万が一の際はご利用ください。
　☎ ＃8000（19時から翌朝8時まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　石川消防署 浅川分署　☎36-2009

　平成25年度より、石川地方の各町村において開催することで、応急手当の普及拡大を図ります。
　須賀川消防署管内（須賀川市、鏡石町、天栄村）、石川消防署管内（石川町、浅川町、平田村、
古殿町、玉川村）の各市町村で開催されます。
　浅川分署においては、浅川町共同福祉施設で平成28年11月13日（日）・24日（木）に開催しま
すので、ぜひご参加ください。
〇受講対象者　須賀川地方広域消防組合管内に在住または通勤、通学する小学生高学年以上の方
〇開　催　日　須賀川消防署管内：毎月第1日曜日、第3木曜日の午前9時～
　　　　　　　石川消防署管内：毎月第2日曜日、第4木曜日の午前9時～
〇講 習 内 容　普通救命講習Ⅰ～Ⅲ、上級講習会（講習時間3時間～8時間）
〇受　講　料　無料
〇そ　の　他　受講希望者は、開催日の1か月前までに電話により申し込んでください。
　　　　　　　須賀川地方広域消防組合管内のどの会場でも受講可能です。
　　　　　　　なお、ご不明な点は組合ホームページまたは浅川分署までお問い合わせください。
　　　　　　　【組合ホームページ】 http://www.sukagawa119.jp/

９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」

皆さんも、いざという時のために「救急講習会」を受講してみませんか?
<定期救急講習会の開催案内>
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

近藤　ハル子

矢吹　辰

鈴木　政蔵

91歳

87歳

64歳

本町１区

本町１区

山白石７区

女 隆宏 明美
ほの か

ゆうり

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

鈴木　穂花

須藤　柚琳

お誕生おめでとう

本町１区

男 大輔 碧 山白石５区

　㈶自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじの受託事業収入を財源に、
コミュニティ活動に必要な備品や施設等の整備に
対して助成を行っています。
　今年度は山白石青年団がこの助成事業を活用し、
盆踊り大会に使用する櫓及びお祭り用品に係る備
品を整備しました。
　8月14日（日）に山白石青年団が主催する豊年
盆踊り大会の開催に合わせ、櫓の新調式及びお披
露目式が行われ、須藤町長をはじめとした来賓の
方々、地域の方々よりお祝いの言葉がありました。
　今年の豊年盆踊り大会は櫓を新調した効果もあ
り、多くの方々が櫓を囲みながら地域の繋がりを
深めていました。
　宝くじは広く社会に役立てられています。活用
したい団体は役場総務課までお問い合わせくださ
い。

　　　　　　【問い合わせ】　総務課　36-4121

コミュニティ助成事業を活用しました
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資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

祖父母参観ふれあ
い活動・給食
（里小）
ボランティア大作
戦 （山小）

第66回敬老会
（町民体育館）
ふれあい授業参観
（浅小）
学年行事【5・6年生】
（浅小）
子ども科学賞
理科作品展
～11日まで
（富三記念館）

見学学習修学旅行
（山小）
引き渡し訓練
（浅保）
避難訓練（山保）

幼児の歯科健診
（保セ）
石川支部駅伝大会
（中学校）
身体測定【年長】
交通指導【年少】
（幼稚園）
にこにこお話会
（山保）

お誕生教室（保セ）
職場体験学習
（中学校）
お月見会
（浅保・山保）

図書室時間延長
（公民館）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）

職場体験学習
（中学校）
交通安全教室
（山小）
交通指導（浅保）

おつきみ会
（幼稚園）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

休館日
（記念講演会のため）
（富三記念館）
運動会（幼稚園）
奉仕作業（山保）

第２回PTA奉仕作
業 （中学校）
土曜参観・家庭教
育学級・学年行事
（山小）
親子運動会（浅保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

身体測定【年少】
交通指導【年長】
（幼稚園）
にこにこ広場
（浅保）

富三レストラン
～３日まで
（富三記念館）
校内水泳記録会
【高学年】（浅小）
避難訓練（幼稚園）

こころの健康相談
（保セ）
水上運動会（山小）
プール納め
（浅保・山保）

休館日
（富三記念館）
校内水泳記録会
【中学年】（浅小）
身体測定（山保）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
1歳6カ月児健診
（保セ）
校内水泳記録会
（里小）
【低学年】（浅小）
運動会予行演習
（浅保）

全校絵を描く会
（中学校）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
振替休日（浅小）
里小パレード
（里小）
運動会予行演習
（幼稚園）

休館日
（富三記念館）

総合健診
【本町1区、畑田】
（保セ）
２学期中間テスト
（中学校）

総合健診
【東大畑1・2区、
太田輪、小貫】
（保セ）
２学期中間テスト
（中学校）
身体測定（山保）

総合健診
【本町2区、大草、
袖山】（保セ）
誕生会（浅保）

総合健診
【荒町 (背戸谷地)】
（保セ）
交通教室（里小）
誕生会自由参観日
（幼稚園）

休館日
（富三記念館）
振替休業日（山小）

休館日
（富三記念館）
総合健診
【荒町 (背戸谷地
以外）】（保セ）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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休館日
（富三記念館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　深谷クリニック
（棚倉町）
☎３３ー３２２３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

休館日
（富三記念館）
　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎３７ー１５４４
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

休館日
（富三記念館）
　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形外科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

秋分の日敬老の日

広報発行日

広報発行日

振替休館日
（富三記念館）
振替休業日
（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
こころの健康相談
（保セ）
石川支部中体連新
人戦（中学校）
身体測定（浅保）
お誕生会（山保）

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１５件
０件
０件

７月の７月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,６７７人
３,３５４人
３,３２３人
２,１７１世帯

（－４）
（＋２）
（－６）
（＋１）

（８月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 9月３０日（金）
国民健康保険税　３期
介護保険料　　　３期
後期高齢保険料　２期
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町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

鈴木まな美 さん（本町1区）
▶年齢は?　２６歳
▶出身は?　棚倉町
▶家族構成は?　夫、長男、長女、義父、義母
▶趣味は?　スポーツ観戦
▶今 欲しいものは?　車
▶楽しかった思い出は?　家族旅行
▶どんなスポーツが好きですか?　ホッケー
▶プチ将来の夢は？　沖縄旅行
▶町の印象は？　花火
▶何か一言どうぞ
　たいがくんママありがとうございます。
　次よろしくお願いします^ω^

金成一友 さん（滝輪１区）
▶年齢は?　４５
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　妻、子（一男、三女）、
　　　　　　　　両親
▶趣味は?　スポーツの応援
▶今 欲しいものは?　夢を叶えられる力
▶楽しかった思い出は?
　バレー審判の講習
▶どんなスポーツが好きですか?
　陸上、球技
▶プチ将来の夢は？
　家族で旅行
▶町の印象は？
　優しい人が多く穏やかな町
▶何か一言どうぞ
　元気があれば何でもできる

次回は
江原有一郎さん
(本町2区)
の予定です

次回は
小野美奈子さん
（本町2区）
の予定です


